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今から三十年ほど前のこと。駅前で息子とバスを待っていると、見知

らぬ女性が話しかけてきた。 

「失礼ですが、サトウ繊維のお嬢さんでしょうか」 

平野と名乗るその女性は、五十代ぐらいのきれいな人だった。「お嬢さ

ん」などと呼ばれて気恥ずかしかったが、確かにサトウ繊維は父が以前

経営していた工場だ。私がそうだとこたえると、女性は「社長の奥さん

によく似ていらっしゃるのでお嬢さんかなと思いました」と感慨深そう

に言った。 

平野さんは次のような話をしてくれた。 

第二次世界大戦後、シベリアに抑留されていた平野さんのお父さん

は、栄養失調のため現地で亡くなった。お母さんは、ふたりの子を育て

上げるため、私の父の工場で働いた。授業参観や子どもの病気などで早

引きを申し出ても、父は嫌な顔をしなかったから働きやすかったそう

だ。 

工場では主に婦人用のセーターを作っており、昭和三十年代には飛ぶ

ように売れた。戦後まもなく建てた工場だけでは生産が間に合わず、新

社屋が出来るまでの数年間は家の二間続きの座敷にテーブルを並べ、大

勢の女の人がずらっと並んで作業をしていた。彼女は夏休みなどにアル

バイトにきていたから、私のことも覚えていたらしい。 

「母はもうすぐ八十になりますが、とても元気です。『サトウの社長が

年金をきちんと掛けておいてくれたから、孫やひ孫たちにもお小遣いが

あげられる。有り難いことだ』とよく言っています」 

平野さんの待っていたバスが来て、「お父さんによろしく」と言って乗

り込んでいった。 

実家に帰ったとき、父にこの出来事を話した。父は、「お母さんはとて

も働きもので、娘さんは美人だったなあ」と懐かしそうだった。年金の

ことで感謝していたと伝えると、「当たり前のことをしただけだ」と照れ

くさそうに言った。 

私は平野さんとの出会いをうれしく思った。だが、その頃三十代だっ

た私は年金のことがよく分かっていなかったので、感謝していると言わ



れてもぴんと来なかった。 

それから十数年後、年金問題が報道され、一部の小さな会社や工場では

給料から天引きした保険料を流用し、社員が無年金になってしまったケー

スもあったことを知った。父の言ったとおり、年金加入は雇用主の義務で

あり、「当たり前のこと」だ。それをおろそかにした経営者のせいで、人生

設計を狂わされた人たちがいたことに強い衝撃を受けた。 

父の工場はドルショックの影響で昭和四十六年に倒産した。父は資金繰

りに苦しみ、毎晩遅くまで母と深刻な顔で話していた。銀行からは融資を

断られ、親戚からの援助も焼け石に水で、父は裸一貫から築き上げた財産

のほとんどを失ってしまった。年金問題が報じられる前に父も母も亡くな

っていたので、正確なことは分からないが、勤めていた人たちを悲しませ

るようなことをしなくて良かったとつくづく思った。 

私は、三年前から年金の「報酬比例部分」を受給している。ふたりの息

子を育てながらフルタイムで勤めることができたのは、子育てを助けてく

れた義父母のおかげだ。現役時代は社会保険料が天引きされ、結構高いな

と感じたこともあった。けれど、保険料の半分を雇用主が負担してくれた

こと、年金制度は現役世代によって支えられていることを考えると、支給

されるのが「当たり前」だとは思えない。平野さんのお母さんの「お小遣

いをあげられて有り難い」という言葉も身にしみてわかるようになった。 

私は六十五歳の今も、元の職場で週に数日、短時間の仕事をしている。

社会との接点を失わずにいられることと、職場の若い人たちから刺激を受

けられることに感謝して働いている。これからの目標は、可能な限り細く

長く仕事を続けることだ。たまには大好きな滝を見に各地を旅してみたい

し、読みたい本も沢山ある。自分に見合った社会貢献もしていきたい。こ

んな私を後押ししてくれるのが、年金だ。七月からは国民年金も受給して

いる。「老齢年金」という言葉にはちょっとがっくり来るが、隔月できち

んと振り込まれ、暮らしの支柱となっている。心のゆとりと安心感をもた

らすもの、それが年金なのだと実感している。 
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